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【発表のポイント】

 日本全国の沿岸で最大規模となる環境 DNA 調査（注１）を実施し、短期間

に合計 1,220 種もの魚類の分布を調べることに成功しました。

 調査で得られた分布情報を基に、日本の多くの沿岸魚類に共通して影響

する要因を調べました。その結果、日本の沿岸魚類の分布に影響する

様々な海流の働きが明らかになりました。

 大規模な環境 DNA 調査と先端的なデータ解析手法を組み合わせることで、

地域の生物多様性に関する理解を深め、将来の生物分布の予測に役立つ

ことが期待されます。

【概要】

近年、人間活動や気候変動による魚類の分布の変化が報告されており、その

現状把握や予測には分布に影響する要因を解明することが不可欠です。

東北大学・海洋研究開発機構変動 海洋エコシステム高等研究所（WPI-
AIMEC）の長田穣准教授及び千葉県立中央博物館・北海道大学・京都大学・神

戸大学・九州大学・島根大学・龍谷大学・鹿児島大学・かずさ DNA 研究所ら

からなる共同研究グループは、日本全国 528 地点に及ぶ大規模な環境 DNA 調

査を実施し、沿岸魚 1,220 種（現在論文で報告されている種の約 44%）を検出
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しました。さらに、これらの魚類の分布を解析したところ、魚類の輸送・移動

の制限・生息環境の提供といった様々な海流の働きが多くの魚類の分布に影響

していることが明らかになりました。この成果は、日本の沿岸魚類の生物多様

性に関する理解を深めるとともに、将来の沿岸魚類の分布変化の予測に役立つ

ことが期待されます。 
 本研究の成果は、2026 年 2 月 16 日付で科学総合誌 Scientific Reports に掲載

されました。 
 
【詳細な説明】 
研究の背景 

近年、人間の活動によって様々な生物の分布が変化していることが報告され

ています。生物の分布はなぜ変化しているのでしょうか？この疑問に答えるた

めには、生物の分布を決める要因（より正確にいえば生物の個体数を増減させ

る要因）を明らかにする必要があります。しかしながら、広域で多くの生物に

影響を与える要因を明らかにすることは非常に困難です。それは、広域に生物

の分布を決める要因に対する知識が事前になかったり測定が難しかったりする

ために、人間にとって「隠されて」いる場合があるためです。 
 
今回の取り組み 

まず、研究グループは日本の沿岸魚類の分布を調べるため、日本全国の沿岸

528 地点に及ぶ大規模な環境 DNA 調査を実施しました。環境 DNA 調査は少な

い調査労力で多くの種を網羅的に検出できるという特徴があります。今回の調

査では夏の 3 か月という短期間に各地点で採水を行い、全地点で合計 1,220 種

もの沿岸魚種（複合種（注 2）を含む）を検出することに成功しました（図 1）。 

次に、研究グループはこの環境DNA調査によって得られた生物分布情報のビ

ッグデータを基に、日本の沿岸魚類の分布を決める要因を探ることにしました。

一般的に、生物の分布を決める要因をデータから特定する際には、測定した環

境変数が生物の分布を上手く説明できるかを統計的に調べます。しかし、測定

できなかった環境変数に対してはそもそもそのようなアプローチをとることは

できません。そこで、私たちは最先端のデータ解析手法を使って、多くの生物

の分布情報から逆に測定できなかった「隠された」環境変数を見つけることに

しました。これは、もし測定していない重要な環境変数が多くの生物の分布を

決めているのであれば、多くの生物の分布に共通した特徴から隠された変数を

見つけられるだろう、と考えられるからです。実際、このような隠された変数

が存在することを想定して解析すると、沿岸魚類の分布をより上手く説明でき

るようになります。 

このようなデータ解析によって見つけられた、2 つの隠された変数を調べた



ところ、日本の沿岸魚類には 5 つの地理的境界線（注 3）があることが分かりまし

た（図 2）。日本の沿岸魚類は境界線（B1～B5）を挟んで地域の生物の組成が

変化します。例えば、屋久島近くに引かれる境界線（B1）は以前の研究では大

隅線として報告されており、太くて流れの早い黒潮を横断できないために、近

縁種が分かれて分布していることが知られています。また、それ以外の境界線

（B2～B5）についても黒潮や親潮によって輸送されてきた魚類によって生物

組成の変化が生じていると考えられました。総じて、日本周辺に流れる海流は、

魚類を輸送したり、移動を妨げたり、生息しやすい環境を与えたり、異なる複

数の働きによって日本沿岸の魚類相を形成していることが推察されました。 
 
今後の展開 

環境DNA技術は近年急速に発展しており、地域の生物相をモニタリングする

ツールとして注目されています。例えば、日本国内では環境DNAを利用した生

物多様性観測網として ANEMONE（https://anemone.bio/）が始動しました。国

際的にも「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させ

る」ネイチャーポジティブ目標が採択されており、環境DNA技術に基づくモニ

タリングはますます重要になると考えられます。環境DNA調査と先端的なデー

タ解析手法を組み合わせることで、地域の生物多様性に関する理解を深め、将

来の生物分布の予測に役立てることができると期待されます。 
 

 
図 1. 調査が行われた地点（左図）と各調査地で検出された種数（右図）。多い

地点では一度の調査で 118 種もの魚種を検出しました。右図は箱ひげ図と呼ば

れています。箱が四分位点を、中央の太線が中央値を表します。太線の位置に

よって各地域の種数を直感的に比較することができます。また、箱の大きさに



よって各地域内で種数がどのくらいばらついているかを調べることができます。 
 

 
図 2. 環境 DNA 調査から沿岸魚類の分布に影響していると推定された「隠され

た」変数。左図の変数 1 は主に暖流によって、右図の変数 2 は寒流によって魚

類相が変化していると考えられます。赤い太線は生物の組成（生物相）が大き

く変化する地理的境界線を表します。 
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【用語説明】 
注1. 環境 DNA とは、生物から水や土壌、空気といった環境中に放出された

DNA のことです。環境中から環境 DNA を集めて分析することで、少ない

調査労力で環境中に存在する多くの生物を網羅的に調査することができま

す。 
注2. 複合種とは、本研究の文脈では属内の複数の種の集合のことをさしま

す。DNA が類似している近縁の種は、短い環境 DNA から区別できず、複



合種として扱われることがあります。 
注3. 地理的境界線とは、生物群集の組成（生物相）が大きく変化する、海

洋や陸地に引かれる境界線のことをさします。 
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\【WPI-AIMEC（エイメック）とは】（https://wpi-aimec.jp/） 

 
 
 
 
 

東北大学と海洋研究開発機構（JAMSTEC）が 2024 年に共同で設立した「変動

海洋エコシステム高等研究所（WPI-AIMEC）」は、気候変動や人間活動がもた

https://doi.org/10.1038/s41598-025-31307-4


らす環境の変化に対する海洋生態系の反応を解明し、その将来予測を目指す国

際的な研究拠点です。 
 
物理学・生態学・数理科学を融合させるアプローチのもと、地域から全地球ま

での海洋生態系の解析と予測に挑みます。得られた知見をもとに社会と対話し、

持続可能な海洋と地球、人間社会の未来へ貢献していきます。 
 
※WPI（世界トップレベル研究拠点プログラム）： 
文部科学省による平成 19 年度開始の拠点形成事業で、研究力と国際研究環境

を有する「世界から目に見える研究拠点」の形成を目的としています。 
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